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研究成果の概要（和文）：　一般人の持つ法の素朴理論を「責任」と「非難可能性」というキーワードで捉えた
とき（彼らがそのように概念化していることを意味するわけではない），「責任」は非常に拡散的なものとして
関係者に帰属される．「非難可能性」については，法の素朴理論では，行為者の自由意志に基づく行為を妨げる
ような要因（例：心神喪失）が存在してもそれには着目されず，行為者に対する強い非難可能性が存在する．

研究成果の概要（英文）：  Understanding naive theory of law by the framework of 'liability' and '
culpability'(It doesn't mean that lay persons conceptualize 'liability' or 'culpability'), liability
 is attributed in a very diffuse way. In the case that the doer's mental condition obstruct the 
decision by free will, lay persons define they are still culpable.
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１．研究開始当初の背景 
 専門家ではない一般の人々も，外界世界に
ついてそれなりの知識の体系を有している．
それは，洗練されてはいないし不整合な部分
もあるが統一的な説明を与える知識の体系
であって，認知心理学においては 70 年代以
降，素朴理論 naive theoryとして研究されて
きた（物体の運動についての素朴物理学---そ
れは，結果においてはアリストテレスの物理
学に近い---，生命現象についての素朴生物学
などに始まる）．そして，素朴理論は自然だ
けではなく，社会すなわち人間の営みについ
てもその研究対象を広げてきた（たとえば，
交換とか市場についての素朴経済学，銀行の
営みについての素朴経済学）． 
そのような観点から見れば，心理学の，責
任についての帰属理論（生じた結果について，
誰にどういうそしてどの程度の責任を帰せ
しめるのかについての心理学）は，素朴刑罰
論，すなわち刑法における責任，因果関係，
非難可能性についての素朴理論と言えるで
あろう．このように考えれば，刑法の素朴理
論の観点から刑法理論・刑法ドグマティーク
を問い直し（とりわけ責任主義とその関連領
域について），刑法理論を再構成することの
可能性（当然であるが，規範理論である刑法
理論が素朴刑法学に一致すべきであると主
張しているわけではない）を探究することは
刑法学の重要な課題であろう．また，そのよ
うな文脈の中では，行為主体性に疑問が投げ
かけられる法人の刑罰についても重要な研
究課題となる（刑法理論では，伝統的にその
犯罪能力，受刑能力に疑問が投げかけられて
きた）． 
 
２．研究の目的 
 上記のような観点から，責任と非難可能性
についての素朴理論を，心理学の知見，発達
心理学の知見，ニューロサイエンスに関わる
自由意志についての理解などの学問分野の
知識を踏まえ，さらには，日本法社会学の中
心的課題であった法意識論を，社会学の社会
意識論（それは，マンハイムの知識社会学そ
してマルクス主義の社会と意識理解に遡る）
を踏まえて再構成し，本問に取り組んだ． 
 
３．研究の方法 
（1）法意識概念の再構成 
 素朴理論は伝統的な法社会学の用語に従
えば，法意識論であるので，まず研究の第１
歩として，法意識論，そして，「法意識」の
概念を実証研究に用いることができるよう，
心理学の概念を用いて再構成することを試
みた．まず「法意識」の概念を「法」と「意
識」に分割し，それぞれについて検討を加え
た．その結果，「法意識」を「法に関するさ
まざまな問題について，人びとが持つ知識や
考え方，それに行動への方向づけを含む社会
的態度」を指すものと再定義した．その上で，
この定義から先行研究の位置づけを概観し

た．法意識をこのように再定義すると，責任
の概念は，法意識の下位概念だと捉えられる
ので，総合的な法意識研究の支柱の一つとし
て考察することができる． 
 
(2)法人処罰調査 
 具体的な研究対象としては，第１に，松村
が別途行った法人処罰調査（調査対象者は一
般人）とその補充のインタービュー調査であ
る．それによると，人々は，①法人が行為の
主体者としての資格を欠いていても，非行行
為の責任を法人自体に負わせること（機関と
か代理人という概念を想定しない限り，法人
の行為を，可視的で物理的な行為とし把握す
ることは出来ない．一部の論者が言う法人自
体の過失という法的概念は，現実世界に存在
するものではない），②法人処罰は，応報と
いう面からも抑止という面からも有用では
ないことを理解していても，なお法人への刑
事罰を支持していることが明らかになった．
つまり，一般人にとっては，刑罰は特定の目
的を有しているわけではなく，それ自体拡散
的なのである． 
 
(3)少年の刑事責任 
 具体的な研究対象の第２は，少年の刑事責
任である．法律専門家の間では，少年は可塑
性が高いから成人に比べて厳しい刑罰には
否定的である（この点は，法理論的観念的に
支持されているだけではなく，司法研修所が
裁判員裁判制度の導入期に行った裁判官に
対する質問票調査でも，はっきり示されてい
る（司法研修所編『量刑に関する国民と裁判
官の意識に関する研究---殺人罪の事案を素
材として---』2007 年）． 
 また，現代のニューロサイエンスの立場に
立つと，未成年の脳の発達について，抑制能
力が遅れて発達することの脳科学的な証拠
が示されている． 
 しかし，そのような自由意志をめぐる脳科
学研究の最新の知見にもかかわらず，それを
自明とせず，人々の責任非難の在り方につい
て，責任帰属や応報的公正（重要なものとし
て，ラーナーに始まる正当世界仮説---人は
その人に値するものを世の中から受けてい
るのであり，そのような意味で，世界は公正
性にみたされている，あるいはそのはずであ
るという信念---が関連している）といった
社会心理学の代表的研究領域を渉猟し，その
知見を整理することに務めた．また，それら
の基礎的な作業を踏まえて，少年の刑事責任
という個別的テーマを取り上げ，脳科学的研
究や発達心理学的研究に基づく少年の責任
の実体に関わる研究と，人々の少年の刑事責
任に関する世論調査等の結果を対比した．そ
して，少年の未成熟さを示す研究にもかかわ
らず，少年の刑事責任に関する厳しい世論が
形成される背景に関わっている要因を抽出
した． 
 



４．研究成果 
 以上の考察の結果，一般人の法の素朴理論
を「責任」と「非難可能性」というキーワー
ドで捉えたとき（なお，一般の人々が，この
ような社会的概念を獲得している---それは
発達心理学では社会的概念発達として，研究
される---ということを意味しているわけで
はない），一般人の法の素朴理論では，責任
は拡散的なものとして存在している．すなわ
ち，法の素朴理論における責任は個人主義的
に把握されるのではなく，関係的，組織的，
共同体的なものである．非難可能性について
は，刑法理論で言う，（制限）責任能力とか
の責任を阻却あるいは縮減する点には着目
されず，結果の重大な非行には，つよい一般
人の行為者に対する非難可能性が存するこ
とが明らかになった．つまり，素朴法理論は，
刑法理論で言う責任主義とは遠いところに
存在している． 
 法人は近代資本主義･市場主義における，
法律学的にはきわめて法律技術的存在であ
るが（これについても，法学史的には，法人
有機体説，法人実在説，法人擬制説，法人否
認説など多くの学説の対立があった）法人に
対する刑罰は，そのような法律技術的な性格
を踏まえた，法政策的に合理性を持ったもの
ではなく，すぐれて素朴な思考に立っている． 
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